
【感染症発生動向調査事業から】 
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新型コロナウイルス感染症発生状況
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川崎市におけるインフルエンザの定点当たり報告数は、令和８年第３８週

（９月１４日～２０日）に１７．０３人となり、流行発生注意報基準値（定点

当たり１０．００人）を超えました。第３９週（９月２１日～２７日）は定点

当たり９．０８人と減少しましたが、連休中に休診した医療機関の影響と考え

られるため、今後は報告数が増加する可能性があります。 
また、流行期となった第３２週（８月３日 

～９日）以降に健康安全研究所で検出された 
インフルエンザウイルスは１８件であり、そ 
のうちＡＨ１ｐｄｍ０９型が１７件、Ａ香港 
型が１件、Ｂ型が０件でした。インフルエン 
ザの更なる感染拡大を防ぐため、咳エチケッ 
トや手指衛生等の対策を徹底しましょう。 
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今、何の病気が流行しているか！  
令和８年９月１４日（月）～９月２０日（日）〔第３８週〕及び９月２１日（月）～９月２７日（日）〔第３９週〕の感染症発生状況 

第３８週・第３９週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）新型コロナウイルス感染症 ３）感染性胃腸炎でした。 

第３８週のインフルエンザの定点当たり患者報告数は１７．０３人と前週（９．５２人）から増加し、例年より高いレベルで推移しています。 

第３８週の新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は２．９７人と前週（２．３９人）から増加しました。 

第３９週はシルバーウィークで多くの医療機関が休診であったため、ほとんどの疾患で報告数が減少しています。 

（問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策課・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和８年９月２９日作成 

 

インフルエンザの流行発生注意報が発令されました！ 

川崎市におけるインフルエンザ発生状況（５年間） 

 

流行発生注意報基準値 

川崎市におけるインフルエンザウイルス検出状況 
－令和８年第１週～令和８年第３９週－ 

川崎市におけるインフルエンザ分布マップ 
（令和８年第３８週） 

第３８週・第３９週報告数第１位 

第３８週・第３９週報告数第２位 

第３８週・第３９週報告数第３位 

川崎市感染症情報発信システム（KIDSS） 


